
アジアに開かれた技術と環境の都市北九州
　
北
九
州
市
は
鉄
鋼
や
機
械
、
窯
業
、
自
動
車
部
品
ま

で
、
幅
広
い
業
種
の
製
造
業
の
成
長
と
と
も
に
発
展
し

て
き
た
。
現
在
も
九
州
で
は
製
造
業
の
集
積
地
と
し
て

群
を
抜
く
存
在
だ
。
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
影
響
を
受
け
、
生
産
活

動
が
急
激
に
低
下
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
急
速
に
回

復
を
遂
げ
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
ア
ジ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
海
外
需
要
だ
。
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

ア
ジ
ア
を
、
自
社
の
発
展
に
取
り
込
も
う
と
企
業
は
知

恵
を
絞
る
。
も
う
一
点
は
環
境
。
新
た
な
環
境
技
術
の

開
発
に
よ
り
、
新
分
野
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
企
業
の

姿
が
拡
大
し
て
い
る
。

北九州学術研究都市は開設から 年を迎えた

日産自動車九州は高水準の生産が続く

産業観光は他地域から人を呼び込む手段
として有効（安川電機のロボット工場）

環
境
技
術
の
研
究
加
速

ア
ジ
ア
で
拠
点
拡
充

製
造
業
と
と
も
に
発
展

工
場
を
観
光
資
源
に

次世代自動車勉強会には
定員を上回る 人が参加した

　
北
九
州
の
海
の
玄
関
口
で
あ

る
北
九
州
港
の
海
外
と
の
貿
易

取
扱
量
を
見
る
と
、
今
で
も
北

九
州
市
が
鉄
の
町
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

年
の
外
国
貿
易

取
扱
量
は
前
年
比

・
４
％
増

の
３
０
５
３
万

。
内
訳
は
輸

出
が
同

・
９
％
増
の
６
７
７

万

、
輸
入
が
同

・
７
％
増

の
２
３
７
６
万

。
輸
出
品
目

で
は
鋼
材
が
全
体
の

％
を
占

め
、金
属
製
品
、
化
学
薬
品
、染

料

塗
料

合
成
樹
脂

そ
の
他

化
学
工
業
品
、
自
動
車
部
品
と

続
く
。
輸
入
も
鉄
鋼
の
原
料
と

な
る
石
炭
と
鉄
鉱
石
が
全
体
の

７
割
弱
を
占
め
る
。

　
日
本
銀
行
北
九
州
支
店
が
毎

月
公
表
し
て
い
る
、
北
九
州
市

と
周
辺
の
京
築
地
区
の
管
内
経

済
概
況
に
よ
る
と
、

月
の
生

産
・
輸
出
は
自
動
車
や
住
設
機

器
で
回
復
が
続
い
て
い
る
。
し

か
し
１

円
台
と
い
う
超

円
高
水
準
が
継
続
し
て
い
る
ほ

か
、
海
外
経
済
の
減
速
な
ど
か

ら
一
部
業
種
は
生
産
水
準
を
下

げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
全
体
と

し
て
は
「
回
復
の
ペ
ー
ス
が
鈍

化
し
て
き
て
お
り
、
先
行
き
は

下
ぶ
れ
リ
ス
ク
が
出
て
い
る
」

と
今
後
の
減
速
を
懸
念
し
て
い

る
。

　
業
種
別
に
見
る
と
鉄
鋼
は
高

炉
が
自
動
車
向
け
は
高
水
準
だ

が
、
汎
用
品
の
市
況
が
弱
含
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
水
準

は
低
下
。
化
学
も
海
外
経
済
の

減
速
な
ど
か
ら
生
産
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
一
方
の
自
動
車

は
、
米
国
向
け
な
ど
輸
出
が
好

調
な
こ
と
か
ら
完
成
車
、
自
動

車
部
品
い
ず
れ
も
高
水
準
の
生

産
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
住
設

機
器
も
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
需

要
が
回
復
し
、
生
産
は
高
水

準
。
こ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ま
で

非
常
に
繁
忙
感
が
強
か
っ
た
電

気
機
械
は
、
海
外
経
済
の
減
速

を
背
景
に
生
産
水
準
が
低
下
し

つ
つ
あ
る
。

　
若
松
区
の
北
九
州
学
術
研
究

都
市
が

年
の
開
設
か
ら

周

年
を
迎
え
、

月
に
記
念
式
典

を
開
い
た
。
大
学
等
の
　
知

を
活
用
し
た
地
域
の
産
業
・
学

術
の
振
興
」
を
目
的
に
、
若
松

区
と
八
幡
西
区
に
ま
た
が
る
約

１
２
１

の
広
大
な
土
地
を
第

１
期
事
業
と
し
て
整
備
。
北
九

州
市
立
大
学
な
ど
１
学
部
４
大

学
院
を
中
心
に
、
外
部
の
研
究

機
関
や
研
究
開
発
型
企
業
が
集

積
す
る
。

　
開
設
以
来
、
環
境
と
「
情

報
」
を
２
大
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

先
端
分
野
の
研
究
や
産
学
連
携

な
ど
で
実
績
を
上
げ
て
き
た

が
、
研
究
領
域
の
拡
大
と
産
業

技
術
の
革
新
期
を
迎
え
、
研

究
の
方
向
性
を
「
先
導
的
な
低

炭
素
化
技
術
開
発
」
と
い
う
大

き
な
枠
組
み
で
と
ら
え
直
し

た
。

　
こ
れ
は
同
市
が
１
月
に
公
表

し
た
「
先
端
的
低
炭
素
化
技
術

研
究
戦
略
指
針
」
を
受
け
た
も

の
で
、
今
後
は
「
環
境
モ
デ
ル

都
市
」
の
先
端
研
究
拠
点
と
し

て
、
先
導
的
低
炭
素
化
技
術
な

ど
の
研
究
を
進
め
る
計
画
だ
。

　
北
九
州
市
に
本
社
を
構
え
る

大
手
製
造
業
が
、
海
外
で
の
事

業
活
動
を
一
層
強
化
し
て
い

る
。
安
川
電
機
は

年
に
中
国

で
は
２
カ
所
目
と
な
る
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
工
場
を

上
海
市
に
稼
働
し
た
ほ
か
、
瀋

陽
市
で
は
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
工
場

の
増
設
に
着
手
し
た
。
ま
た
製

鉄
所
向
け
耐
火
物
な
ど
を
生
産

す
る
黒
崎
播
磨
は
５
月
、
イ
ン

ド
の
製
鉄
大
手
タ
タ
・
ス
チ
ー

ル
か
ら
子
会
社
の
株
式

％
を

取
得
、
同
国
で
の
事
業
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
事
業
拡
大
を
見
越
し

た
動
き
も
相
次
い
で
い
る
。
高

田
工
業
所
は
１
月
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
に
東
南
ア
ジ
ア
支
店
を
開

設
、
松
島
機
械
研
究
所

八
幡

西
区

は
９
月
、
韓
国
・
浦
項

市
に
駐
在
員
事
務
所
を
設
置
し

た
。
ま
た
Ｃ
＆
Ｇ
シ
ス
テ
ム
ズ

は
今
春
、
ア
ジ
ア
地
域
な
ど
海

外
市
場
を
攻
略
す
る
た
め
新
た

な
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
発

売
し
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
下
、
北
九
州

市
も
地
元
中
小
企
業
の
振
興
を

図
る
た
め
自
動
車
産
業
へ
の
参

入
支
援
や
、
独
自
技
術
を
持
つ

企
業
の
支
援
を
進
め
る
。

　
同
市
と
北
九
州
産
業
学
術
推

進
機
構

若
松
区

は
日
産
自

動
車
の
協
力
を
得
て
、
「
北
九

州
・
次
世
代
自
動
車
勉
強
会
」

を
開
催
す
る
。

月
か
ら

年

１
月
ま
で
勉
強
会
を
開
き
、
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
実
車
を

用
い
て
構
造
や
部
品
な
ど
に
つ

い
て
学
べ
る
場
と
す
る
。
北
九

州
地
域
で
自
動
車
産
業
の
取
引

拡
大
や
新
規
参
入
を
計
画
す
る

企
業
が
対
象
だ
。

　
同
市
を
含
む
北
部
九
州
に
は

日
産
自
動
車
九
州

福
岡
県
苅

田
町

、
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

同
宮
若
市
な
ど
自
動
車
組
立

工
場
が
４
工
場
立
地
す
る
。
同

市
は

年
に
地
場
中
小
企
業
を

中
心
に
会
員
構
成
す
る
「
北
九

州
地
域
自
動
車
部
品
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

略
称

パ
ー
ツ
ネ
ッ
ト

北
九
州

」
を
立
ち
上
げ
、
自

動
車
産
業
新
規
参
入
お
よ
び
取

引
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

会
員
数
は
年
々
増
え
、
現
在
は

社
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
独
創
的
な
技
術
や
製
品

を
提
供
す
る
、
優
れ
た
中
小
企

業
を
認
定
す
る
「
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
企
業
創
出
事
業
」
に
ア
ジ
ア

技
研

小
倉
北
区

な
ど
５
社

を
選
定
し
た
。

年
度
に
次
ぐ

２
回
目
の
企
業
認
定
で
、
展
示

会
出
展
へ
の
支
援
な
ど
を
行

う
。
６
月
に
は
北
九
州
市
八
幡

東
区
の
北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
認
定
式
を
開

い
た
。

　
北
九
州
商
工
会
議
所
は

年

月
に
、
利
島
康
司
副
会
頭

安
川
電
機
会
長

が
会
頭
に

就
任
し
た
。
安
川
電
機
で
は
ロ

ボ
ッ
ト
事
業
を
主
力
事
業
に
育

て
、
海
外
で
の
顧
客
開
拓
も
進

め
た
。
「
こ
の
経
験
を
商
工
会

議
所
の
活
動
に
も
活
用
し
た

い
」
と
、
産
業
の
活
性
化
に
尽

力
す
る
方
針
だ
。
一
方
で
「
市

農
工
商
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
掲
げ
、
市
政
と
市
民
、
農

林
水
産
業
、
商
工
業
が
一
体
と

な
り
豊
か
な
産
業
、
豊
か
な
生

活
に
つ
な
げ
た
い
と
も
語
る
。

　
活
性
化
の
一
環
と
し
て
取
り

組
む
の
が
産
業
観
光
だ
。
北
九

州
市
は
人
口
減
少
が
続
い
て
お

り
、
他
地
域
か
ら
人
を
呼
び
込

む
観
光
資
源
と
し
て
工
場
を
活

用
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
各
社
が

個
別
に
工
場
見
学
を
受
け
入
れ

て
い
た
が
、
市
外
か
ら
の
人
を

呼
び
込
む
た
め
、
商
工
会
議
所

が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
北
九
州
支
店

小
倉
北
区

と
西
鉄
旅
行
北

九
州
支
店

同

に
旅
行
商
品

の
開
発
を
働
き
か
け
、
全
面
的

に
支
援
を
行
っ
た
。

　
テ
ス
ト
ツ
ア
ー
と
し
て
７
月

か
ら
９
月
の
間
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

が

本
、
西
鉄
旅
行
が
８
本
の

ツ
ア
ー
を
企
画
、
両
社
合
わ
せ

て

本
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し

た
。
企
業
側
で
は
安
川
電
機
や

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け

ん

若
松
区

、
新
日
本
製
鉄

八
幡
製
鉄
所
戸
畑
区
が
見
学

者
を
受
け
入
れ
た
。

　
参
加
者
の
合
計
は
２
４
６

人
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
住
所
を
回

答
し
た
２
０
４
人
の
う
ち
、
北

九
州
市
は

人
と
全
体
の

％

し
か
な
く
、
福
岡
市
か
ら
が

人
と
最
多
で
、
福
岡
県
外
か
ら

も

人
が
参
加
し
た
。
評
価
は

お
お
む
ね
好
評
で
、
大
変
満
足

と
満
足
を
合
わ
せ
た
回
答
率
は

％
に
達
し
た
。
こ
の
た
め
冬

季
も
産
業
観
光
ツ
ア
ー
の
実
施

を
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、

月
に
日
本
商
工
会

議
所
と
北
九
州
商
工
会
議
所
、

下
関
商
工
会
議
所
が
主
催
し
た

「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興

大
会
ｉ
ｎ
関
門
」
で
は
２
日
目

の
分
科
会
に
産
業
観
光
を
実

施
。
国
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

参
加
者
が
北
九
州
市
内
の
工
場

を
見
学
し
た
。
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